
宮崎県立佐土原高等学校

１年生が公民（公共）の夏休み課題で「税に関する高校生の作文」を宮崎税務署に応募し、
産業デザイン科１年の福嶋春月さん（恒富中）が宮崎税務署長賞を受賞しました。先日校長室
で表彰式が行われました。今回 “縁の下の力持ち”という題名で作文を書き、見事一席となる賞
を受賞した福嶋さんに感想を聞いてみました。以下、福嶋さんのコメントです。

「税に関する高校生の作文」宮崎税務署長賞（一席）受賞！

私はこの作文を書いていくうちに自分
があまり詳しく知らない税のことを、全
部とは言えませんが以前よりも知れたと
思います。
その中で感じる目に見えないありがた
さ。生まれてから大人になり、命が消え
るまで私達の支えになっているというこ
と。私が歩く道も使った教科書も私の成
長の一つになったものも税金が関わって
いるということ。私の中のイメージを大
きく変えました。
これから大人になって社会も他人も支
え合って生きていく環境に出ます。私が
できること、しなければいけないことを
考えて行動したいです。


